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学校教育目標

栃の木のように 深く根を張り 幹太く 枝葉ゆたかな人



令和 2 年度 須坂市立小山小学校 グランドデザイン 

 

“明日も来たくなる小山小” 

学校教育目標 

 栃の木のように 深く根を張り 幹太く 枝葉ゆたかな人 
 

心も体もたくましい子ども 

 

人やものを大切にする子ども 

 

よく考える子ども 

・明るく，よりよく生きようとす
る子ども 

・何でも進んで楽しくやろうとす
る子ども 

・自分の成長や変化に喜びを感
じ，未来について考える子ども 

・友だちの良さや違いに気づき，とも

に笑顔で関わり合う子ども 

・自分から人やものに働きかけ，あり

がとうの気持ちを持てる子ども 

・自ら疑問や未知の課題に気づき，関わ

り合って解決しようとする子ども 

・解決しようと頑張った過程や成果に

うれしさを感じ、学び続ける子ども 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

教職員・学校    保護者    地域 

・子どものよさを発見し，思いを

受け入れ，学び続ける教職員

研修 

・参観日，学校行事等を通した開

かれた学校 

・保護者が参加、参画し，つな

が り と 対 話 が 生 ま れ る

PTA 活動 

・学校評価アンケート、おた

より等による情報公開 

・ふるさと小山 ｢に・を・から・

で｣ 学ぶ環境 

・栃の木コミュニテイの推進(運

営委員会，支援ボランティア) 

・子どもたちの安全の見守り 

① あいさつ・そうじ・歌声づく

りで開かれた心と感性を高

める指導 

・児童会、クラスから発信する気持ち良い

挨拶 ・心を込めて 3S 清掃 しずかに 

すみずみ さいごまで 

・毎日クラスで歌の時間→音楽集会の発

表 

②全教育活動における人権教育 

・多様性を認め合い支え合う学級・授業づ

くり 

③ポジティブな心と体を育成す

る環境づくり 

・食育や保健指導で心と体づくり ・体力

向上の目標の設定と挑戦の場の工夫 

④自分の成長を実感できる振り

返り 

・キャリアパスポートの活用 

あり
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安心と達成感を大切に、自己肯定感を高める教育活動をつくる 

心と体づくり 
①安心で楽しい学級・人間関係

づくり 

・SOSカードによる児童の心の定期的調

査 ・QU 検査の実施と活用 ・おひ

さま言葉の伝え合い 

②人・もの・ことの思いに気づ

き、感謝を伝える活動 

・地域の人・もの・ことに学ぶ活動 

③学級・学年・異年齢間・地域

の方との交流 

・仲良し学級の交流 ・にこにこタイム 

・縦割り班「とちのこグループ」の活動  

④支援を要する児童への共通

理解と連携・チーム支援 

・教育支援会議の実施 ・包み込む支援 

・子どもを語る時間「ともしびタイム」 

⑤安全で過ごしやすい環境づ

くり ・安全点検の実施 ・花作り 

 

教職員・保護者・地域の連携・協働、相互の連絡・相談・情報共有 

①「できてうれしい・わかってうれしい・友達と一緒でうれしい」授業づくり 

・児童の内面に目を向けた心が動かされる授業づくり ・具体的で体験的な学習活動 

②教師の学び合いによる、全校テーマ「自分から表現したくなる授業づくり」の研究 

・重点クループによる研究推進 ・一人一公開授業 ・環境と授業の UD 化 

③「知りたい・伝えたい」を実現する言語活動の充実 

・事象・友・自分との対話の時間の設定 ・読む力をつける MIM の導入 ・伝え合う場の設定（ホワイトボードの活用）  

④学級の中心となる活動の創造（生活科・総合的な学習の充実） 

・年間計画の作成と他教科との横断的カリキュラムによる取り組み ・「ふるさと小山（須坂）」の教材化 

⑤家庭との連携による家庭学習の充実 
・その日の学習の定着を図る、家庭学習の日常化 ・自主学習（高学年）をすすめる工夫 ・確実な教師の見とどけ 

関係づくり 

あいさつ 

そうじ 

歌声づくり 

学びづくり 



■小山小学校の沿革

明治６年 小山村円光寺内に止善学校として開校

明治11年 現在の位置に新築移転する

明治15年 上高井郡第２番学区公立学校として小山小学校設立を許可される

明治22年 小山尋常小学校となる

大正11年 小山村が須坂町と合併し須坂尋常高等小学校小山部校となる

昭和16年 部校を廃止し、小山国民学校と称する

昭和22年 新学制実施により須坂町立小山小学校となる

昭和29年 ４月須坂市立小山小学校となる

昭和48年 開校100周年記念式典が挙行される

昭和53年～56年度 ４年間にわたり校舎､体育館､プールが

全面改築され現在に至る

平成21年 大規模耐震補強工事

平成25年 創立140周年記念行事が挙行される

平成30年 創立145周年を迎える

校長 教頭

学級 学級担任 男子 女子 合 計 家庭数

１東 11 17 28 17

１西 11 18 29 18

２東 13 16 29 21

２西 12 17 29 23

３東 13 16 29 19

３西 13 15 28 18

４東 13 12 25 18

４西 14 11 25 22

５東 13 18 31 31

５西 15 17 32 31

６東 14 15 29 29

６西 14 16 30 29

合 計 155 188 344 276

南１ 養護教諭

南２ 事務主幹

理科専科 図書館司書

音楽専科 管理技術員

英語専科 教員補助員

少人数学習 教員補助員

体育代替 教員補助員

スクールカウンセラー

町別児童数

町 名 坂田 南原 北原 小山 屋部 学区外 合 計

児童数 39 115 28 63 99 0 344

職員組織と在籍児童数・家庭数 週 日 課 表
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